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（3）研究会の経緯 
 研究会の経緯は、以下のとおりである。 
 ①第 1 回（2015 年 6 月 10 日、於：和歌山大学経済学部本館） 
 本研究会の趣旨、事前アンケート報告（各自）、方向性と発表順 
 ②第 2 回（同年 7 月 29 日、於：和歌山大学経済学部本館） 
 ・「和歌山県の農産物の海外輸出促進のためにどうするべきか」（中井正氏） 
 ・「農林水産物・食品の輸出促進対策の概要」（田中篤史氏・野町哲平氏） 
 ・「第 2 回アグリビジネス研究会」（藤本幸久氏） 




 ④第 4 回（同年 10 月 28 日、於：和歌山大学経済学部本館） 
 ・「和歌山県における輸出の取組」（光定伸晃氏） 
 ・「生鮮品輸送についての概要」「「クール EMS」と「Envirotainer」等」 
（長畠譲氏） 
 ・「和歌山県産の桃における海外市場戦略」（藤本幸久氏） 





 ⑥第 6 回（2016 年 1 月 27 日、於：和歌山大学経済学部本館） 
 ・「納豆の輸出に見る競争戦略」（吉村典久氏） 
 ・「アグリビジネス研究会（1 月 27 日）影山発表レジュメ」（影山慎也氏） 
 ⑦第 7 回（同年 2 月 19 日、於：和歌山大学経済学部本館） 
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  報告書作成のための中間報告（各自報告） 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































となってくる。このマーケティングの役割については第 5 章のなかで詳しく紹介する。 

















































































全国 2 位にスモモ、イチジク、同 3 位
にモモ、キウイフルーツが位置してい
る。さらに、本県果実の産出額では、
ミカンが 269 億円、ウメが 108 億円、







　和歌山県 近　　畿 全　　国 和歌山県の
金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 全国順位
米 78 7.6 1,090 24.6 15,722 19.0 42位
野菜 165 16.1 1,188 26.9 22,485 27.2 36位
果実 613 59.8 813 18.4 7,497 9.1 2位
花き 58 5.7 193 4.4 3,512 4.3 20位
畜産 62 6.0 876 19.9 26,475 32.1 43位
その他 49 4.8 261 5.9 6,860 8.3 ・・・






農産物名 　農業産出額 全国 全国
(13作物） 和歌山県 全国 シェア 順位
ミカン 269 1,540 17.5 1位
ウメ 108 200 54.0 1位
カキ 84 426 19.7 1位
ハッサク 36 53 67.9 1位
エンドウ 28 203 13.8 2位
スターチス 17 46 37.0 2位
スモモ 10 72 13.9 2位
イチジク 7 68 10.3 2位
宿根ｶｽﾐｿｳ 6 34 17.6 2位
モモ 46 492 9.3 3位
ｷｳｲﾌﾙｰﾂ 11 88 12.5 3位
シシトウ 4 64 6.3 3位
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 なお、産出額の全国シェアでは、ミカンとカキがおおよそ 2 割を近く占めるなかで、ウメ
は 5 割を超え、ハッサクは 7 割近いシェアを誇っている。 
 ところで、2010 年農業センサスによれば、本県では販売のあった農業経営体3（23,106 経
営体）のなかで、果樹類の単一経営が 12,642 経営体（構成比：54.7％）、同準単一複合経営
が 1,257 経営体（同：5.4％）であり、両者を合わせると実に全体の 6 割を占めている 4。ま
た、販売目的5の果樹類・品目別栽培経営体数をみると、温州ミカンが 9,255 経営体（同：
40.1％）、その他のカンキツ類が 5,385 経営体（同：23.3％）、ウメが 6,441 経営体（同：27.9％）、





とりあげ、その動向と特徴をみることにしよう（図表 3-3、図表 3-4 参照）。 
 両表によると、結果樹面積（成園面積）において、本県はその割合を高めながら推移し
ていることがわかる。たとえば、最近年の 2000 年から 2010 年の 10 年間においても、ミカ
ンは 3 ポイント上昇して 2010 年 16.3％と全国 1 位となり、カキも 0.6 ポイント高めて 2010
年 12.5％と全国 1 位をキープしている。さらに、ウメは 6 ポイント余りも上昇しながら 2010
年 30.4％と全国 1 位を維持している。なお、モモは 2010 年 7.8％と、0.2 ポイントのわずか
な上昇とはいえ全国 4 位に位置している。 
 このように、「果樹王国」和歌山県では、ミカン、カキ、ウメ、モモなどの主力作物を中
心に全国有数の果樹産地を形成している。その要因は以下のように指摘できる6。 








 しかし、昨今、果実の消費動向をみると、明らかに低迷期に入っている。図表 3-3 の下段
「供給純食料（1 人 1 年当たり kg）」の欄をみると、まず果実全体では 40kg 前後の水準か
ら 2010 年には 36.6kg へと減少傾向に転じている。なかでもミカンの減少が著しく、1970
                                                  
3単一経営・経営体とは、農産物販売金額のうち、主位部門の販売金額が８割以上の経営体。準単一複合経営・経営体と
は、農産物販売金額のうち、主位部門の販売金額が６割以上８割未満の経営体である。 









  1960年   1970年   1980年   1990年   2000年   2010年
静 岡 19.6 愛 媛 15.6 愛 媛 12.1 愛 媛 14.3 愛 媛 14.9 和歌山 16
ミ 愛 媛 12.9 静 岡 13.1 静 岡 10.1 和歌山 12 和歌山 13 愛 媛 14.6
カ 和歌山 10 和歌山 8.8 和歌山 9.0 静 岡 10.5 静 岡 10.6 静 岡 11.9
ン 広 島 5.5 佐 賀 7.2 佐 賀 9.0 熊 本 8.8 熊 本 9.1 熊 本 9.6
主 神奈川 5.2 熊 本 6.0 長 崎 8.9 佐 賀 8.0 佐 賀 7.5 長崎 7.4
産 ５県計 53.4 5県計 50.6 ５県計 49.0 ５県計 53.1 ５県計 55.1 ５県計 59.7
県 全 国 100.0 全 国 100.0 全 国 100.0 全 国 100.0 全 国 100.0 全 国 100.0
［46.7］ ［101.7］ ［135.0］ ［74.1］ ［58.4］ ［64.1］
供 給 純 ミカン 5.9 13.8 14.3 8.3 6.1 4.1







       1960年        1970年        1980年         1990年        2000年     2010年
福 島 7.6 福 島 6.3 福岡 7.5 和歌山 8.6 和歌山 12 和歌山 12.5
カ 和歌山 6.0 山形 6.2 山形 7.0 福岡 8.5 福岡 8.9 奈良 8.3
キ 岐阜 4.7 和歌山 5.5 和歌山 6.8 奈良 7.4 奈良 7.9 福岡 8.9
主 愛媛 4.3 岐阜 5.1 岐阜 5.7 岐阜 6.6 岐阜 6.3 福島 5.7
産 愛知 4.2 愛知 4.5 奈良 5.3 山形 6.6 愛知 5.0 岐阜 6.1
県 ５県計 26.8 5県計 27.7 ５県計 32.3 ５県計 37.7 ５県計 39.8 ５県計 41.4
全 国 100.0 全 国 100.0 全 国 100.0 全 国 100.0 全 国 100.0 全 国 100.0
［32.0］ ［31.7］ ［26.8］ ［26.2］ ［24.7］ ［22.4］
和歌山 9.7 和歌山 10 和歌山 11.5 和歌山 17.0 和歌山 24.1 和歌山 30.4
ウ 千葉 4.9 群馬 8.0 群馬 7.3 群馬 6.4 群馬 7.6 群馬 6.6
メ 鹿児島 4.7 徳島 5.0 徳島 4.9 長野 5.5 長野 4.6 山梨 2.7
主 栃木 4.4 宮城 4.6 宮城 4.6 山梨 4.9 徳島 2.4 青森 1.5
産 茨城 4.4 長野 4.1 福島 4.4 徳島 3.4 奈良 1.9 奈良 2.2
県 ５県計 28.4 ５県計 32.1 ５県計 32.8 ５県計 37.2 ５県計 40.4 ５県計 43.4
全 国 100.0 全 国 100.0 全 国 100.0 全 国 100.0 全 国 100.0 全 国 100.0
［７.8］ ［11.2］ ［14.3］ ［15.5］ ［17.4］ ［16.9］
福島 11.7 山梨 17.5 山梨 21.9 山梨 24.2 山梨 29.5 山梨 32.8
モ 岡山 11.2 福島 16.0 福島 21.4 福島 19.0 福島 15.2 福島 15.6
モ 山梨 10.6 山形 9.4 長野 13.2 長野 11.3 長野 11.6 長野 11.1
主 香川 5.5 長野 8.8 山形 10.3 山形 7.9 和歌山 7.6 和歌山 7.8
産 愛知 5.4 岡山 7.2 岡山 5.9 岡山 6.6 岡山 6.6 山形 5.7
県 ５県計 44.4 ５県計 58.9 ５県計 72.7 ５県計 68.9 ５県計 70.4 ５県計 72.9
全 国 100.0 全 国 100.0 全 国 100.0 全 国 100.0 全 国 100.0 全 国 100.0
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  ④果実の需給事情と果樹農業振興の基本方向 
 図表 3-5 は、果実の需給事情をみたものである。それによると、とくに 1980 年以降に注
目すると、国内生産量の減退の一方で、輸入量は大幅に増加していることがわかる。この




















 また、「基本方針」における国内果実生産量の目標（「10 年先見通し」）では、2013 年度





が必要であると強調している。            
 ⑤和歌山県農業の課題 
 本県農業産出額の動向を指数（1990 年＝100）でみると、2000 年＝80、2012 年＝70 へと
減少基調で推移している。同様に、部門別（2000 年→2012 年）では、米は 73→73、野菜は
71→65、果実は 85→76、花きは 88→59、畜産は 51→41 というように、とくに畜産、花き、
野菜の落ち込みが著しい。とはいえ、本県主力作物である果実も低迷している。 
 本県農業をめぐる課題を考察する際には、地域別にみると 2 つのタイプが抽出できる。1
図表３－５　　果実の需給事情（推移）
単位：千ｔ
国  内 　　　外国貿易 在庫の 国内消費
生産量 輸入量 輸出量 増減量 仕向量
1960年 3,307 118 129 0 3,296
1965年 4,034 573 141 0 4,466
1970年 5,467 1,186 136 0 6,517
1975年 6,686 1,387 80 0 7,993
1980年 6,196 1,539 97 4 7,635
1985年 5,747 1,904 90 76 7,485
1990年 4,895 2,978 29 81 7,763
1995年 4,242 4,547 16 117 8,656
2000年 3,847 4,843 68 △69 8,691
2005年 3,703 5,437 64 40 9,036
2010年 2,960 4,756 42 △45 7,719
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 3. 和歌山県産農産物の現状 
（2）和歌山県産農産物の輸出の現状と課題 
① 和歌山県の果実生産量及び農業産出額の状況 
わが国の農産物輸出額は 3 年連続で伸び、平成 26 年は過去最高金額の 3,569 億円となっ
たものの、この金額は日本の輸出総額 73 兆 930 億円の 0.5％にしか過ぎない。 
なお、農産物輸出額 3,569 億円は、農林水産物輸出総額 6,117 億円の 58％を占めるが、う
ち果実の輸出額 132 億円は農産物輸出額の僅か 3.7％のシェアである。また、農産物輸出額
3,569 億円は農産物輸入総額 6 兆 3,223 億円に対し 5.6％でしかない。 
                  わが国の農林水産物の輸出入額推移  資料：財務省貿易統計より作成、単位：億円、％ 
 平成 26 年の和歌山県果実生産量の上位主要品目は、みかん 173 千トン全国シェア 20％、
梅 71 千トン 64％、柿 47 千トン 20％、桃 10.8 千トン 8％で、全国順位 4 位の桃以外は 1 位
となっている。 
主要品目別生産量（平成 26 年）   資料：農林水産省統計より作成、単位：t、％ 
 一方、農業産出額は 952 億円、うち、みかんが 231 億円で県内農業産出額に占めるシェア
24％、次に梅が 117 億円 12％、柿 80 億円 8％、桃 48 億円 5％である。農業産出額は全国順
位 32 位ではあるものの、みかんをはじめ上位主要品目は生産量と同様の全国順位となって
いる。 
                            
主産県 数量 構成比 主産県 数量 構成比 主産県 数量 構成比 主産県 数量 構成比
1 和歌山 173,700 20 和歌山 71,400 64 和歌山 47,000 20 山　梨 46,500 34
2 愛　媛 128,500 15 群　馬 5,400 5 奈　良 32,600 14 福　島 29,300 21
3 静　岡 124,900 14 奈　良 2,750 2 福　岡 22,400 9 長　野 16,300 12
4 熊　本 94,900 11 長　野 2,190 2 岐　阜 14,400 6 和歌山 10,800 8
5 長　崎 64,400 7 三　重 1,870 2 福　島 13,800 6 山　形 8,170 6
288,300 33 他 27,790 25 他 110,400 45 他 25,930 19






分類 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 Ｈ26構成比
農産 2,359 2,678 2,883 2,637 2,865 2,652 2,680 3,136 3,569 58.3
林産 90 104 118 93 106 123 118 152 211 3.4
水産 2,040 2,378 2,077 1,724 1,950 1,736 1,698 2,217 2,337 38.2
計 4,490 5,160 5,078 4,454 4,920 4,511 4,497 5,506 6,117 100
農産 50,041 55,304 59,821 45,609 48,281 55,842 54,419 61,365 63,223 68.4
林産 13,749 13,905 11,565 8,085 9,204 10,264 9,712 12,369 12,615 13.7
水産 17,068 16,365 15,696 12,967 13,709 14,547 15,047 15,797 16,569 17.9







図表３－８和歌山県の主要品目別産出額（平成 26 年） 図表３－９全国の農業産出額（平成 26 年）
品　目 金額 構成比 全国順位
みかん 231 24 1
梅 117 12 1
柿 80 8 1
桃 48 5 4
その他 476 50 -
合　計 952 100 32
資料：財務省貿易統計より作成、単位：億円、％ 資料：財務省貿易統計より作成、単位：億円、％
全国順位 都道府県 金額 構成比
1 北海道 11,110 13
2 茨　城 4,292 5
3 鹿児島 4,263 5







図表３－７ 主要品目別生産量（平成 26 年） 資料：農林水産省統計より作成。単位：t、％ 
                     
図表３－８ 和歌山県の主要品目別産出額（平成 26 年） 図表３－９ 全国の農業産出額（平成 26 年）
資料：財務省貿易統計より作成。単位：億円、％ 資料：財務省貿易統計より作成。単位：億円、％
図表３－６ わが国の農林水産物の輸出入額推移 資料：財務省貿易統計より作成。単位：億円、％ 
図表３－７ 主要品目別生産量（平成 26 年） 資料：農林水産省統計より作成。単位：t
 
図表３－８ 和歌山県の主要品目別産    ３－９ 全国の農業産出額（平成 26 年）
資料：財務省貿易統計より作成。単位：億円、％ 資料：財務省貿易統計より作 。 円、％
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わが国の農産物輸出額は 3 年連続で伸び、平成 26 年は過去最高金額の 3,569 億円となっ
たもの 、この金額は日本の輸出総額 73 兆 930 億円の 0.5％にしか過ぎない。 
なお、農産物輸出額 3,569 億円は、農林水産物輸出総額 6,117 億円の 58％を占めるが、う
ち果実の輸出額 132 億円は農産物輸出額の僅か 3.7％のシェアである。また、農産物輸出額
3,569 億円は農産物輸入総額 6 兆 3,223 億円に対し 5.6％でしかない。 
  わが国の農林水産物の輸出入額推移  資料：財務省貿易統計 、 位：億円、％ 
 平成 26 年の和歌山県果実生産量の上位主要品目は、みかん 173 千トン全国シェア 20％、
梅 71 千トン 64％、柿 47 千トン 20％、桃 10.8 千トン 8％で、全国順位 4 位の桃以外は 1 位
となっている。 
主要品目別生産量（平成 26 年） 資料：農林水産省統計 、単位：t、％ 
 一方、農業産出額は 952 億円、うち、みかんが 231 億円で県内農業産出額に占めるシェア
24％、次に梅が 117 億円 12％、柿 80 億円 8％、桃 48 億円 5％である。農業産出額は全国順
位 32 位ではあるもの 、みかんをはじめ上位主要品目は生産量と同様の全国順位となって
いる。 
主産県 数量 構成比 主産県 数量 構成比 主産県 数量 構成比 主産県 数量 構成比
1 和歌山 173,700 20 和歌山 71,400 64 和歌山 47,00 20 山　梨 46,500 34
2 愛　媛 128,500 15 群　馬 5,400 5 奈　良 32,600 14 福　島 29,300 21
3 静　岡 124,900 14 奈　良 2,750 2 福　岡 22,400 9 長　野 16,300 12
4 熊　本 94,900 11 長　野 2,190 2 岐　阜 14,400 6 和歌山 10,800 8
5 長　崎 64,400 7 三　重 1,870 2 福　島 13,800 6 山　形 8,170 6
288,300 33 他 27,790 25 他 110,400 45 他 25,930 19






分類 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 Ｈ26構成比
農産 2,359 2,678 2,883 2,637 2,865 2,652 2,680 3,136 3,569 58.3
林産 90 104 118 93 106 123 118 152 211 3.4
水産 2,040 2,378 2,077 1,724 1,950 1,736 1,698 2, 17 2,337 38.2
計 4, 90 5,160 5,078 4, 54 4,920 4,511 4, 97 5, 06 6,117 100
農産 50, 41 55,304 59,821 45,609 48,281 55,842 54, 19 61,365 63,223 68.4
林産 13,749 13,905 11,565 8,085 9,204 10,264 9,712 12,369 12,615 13.7
水産 17,068 16,365 15,696 12,967 13,709 14,547 15,047 15,797 16,569 17.9







図表３－８和 目別産出額（平成 26 年） 図表３－９全国の農業産出額（平成 26 年）
品　目 金額 構成比 全国順位
みかん 231 24 1
梅 117 12 1
柿 80 8 1
桃 48 5 4
その他 476 50 -
合　計 952 100 32
資料：財務省貿易統計より作成、単位：億円、％ 資料：財 より作成、単位：億円、％
全国順位 都道府県 金額 構成比
1 北海道 11, 10 13
2 茨　城 4,292 5
3 鹿児島 4,263 5
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温州みかんの輸出先国は、第 1 位がカナダで 385 百万円 2,539 トン 53％シェア、次に台
湾 126 百万円 222 トン 17％、3 位には香港 113 百万円 270 トン 16％となっている。 
輸出先国及び地域または生産地や品質の違い、さらには物価水準による差はあるものの、
平成 26 年の輸出単価を見てみると、平均単価は 220 円/㎏であるが、なかでも最高単価はタ
イ 611 円/㎏、次に台湾 568 円/㎏、香港 418 円/㎏、シンガポール 380 円/㎏、比較的安価な




単位 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 Ｈ26構成比(％)
百万円 228 399 287 174 132 174 192 282 385
トン 2,268 4,011 2,924 2,065 1,648 2,165 1,984 2,254 2,539
円/kg 100 100 98 84 80 80 97 125 152
百万円 66 96 94 68 92 105 64 101 126
トン 106 170 131 114 166 146 100 184 222
円/kg 627 566 714 593 556 721 641 551 568
百万円 27 30 41 53 67 54 57 81 113
トン 114 105 157 213 223 145 190 185 270
円/kg 239 284 261 250 303 371 300 436 418
百万円 13 6 13 15 22 23 21 28 55
トン 44 22 44 59 72 62 59 76 144
円/kg 300 270 303 258 310 374 363 371 380
百万円 - - 0.9 1.2 2 4 3 11 12
トン - - 2.0 2.8 5 7 6 21 20
円/kg - - 427 428 459 617 507 514 611
百万円 37 46 35 44 29 15 25 33 32
トン 179 250 150 194 113 58 84 111 93
円/kg 205 186 234 225 256 266 295 294 350
百万円 371 577 471 355 345 376 363 536 724
トン 2,710 4,557 3,408 2,648 2,227 2,582 2,424 2,830 3,288










図表３－１０ わが国の「みかん」の輸出状況    資料：財務省貿易統計よ 。
− 20 − − 21 −
 11 月にかけてピークとなり、海上輸送が中心で利用港は神戸港、博多港、清水港である。 
輸出の歴史は約 120 年と言われ、カナダ向けだけでも昭和 55 年（1980 年）前後には 1 万
トンもの輸出量があったものの、最近では平成 19 年（2007 年）の 4,557 トンが最高で、こ
こ数年は 2,500 トンから 3,000 トン程度で推移している。 
なお、平成 19 年にタイ向けの輸出が解禁されたことを受け、同年 9 月にアジア・フルー
ツ・ロジスティカ（開催地＝バンコク）、さらに 12 月には日本食品フェア（同）に出展す



















のの、およそ年間 1.5 億円程度の輸出実績で推移している。ただ、平成 24 年から増加に転
じ、平成 26 年には平成 23 年に対し約 2 倍の輸出状況となっており、なかでもタイへの輸
出額が大幅に増加している。 
ちなみに、柿の平成 26 年平均輸出単価は 474 円/㎏であり、台湾 511 円/㎏、タイ 493 円/
㎏、香港 435 円/㎏、マレーシア 428 円/㎏という状況となっている。                




ただし、台湾では日本品種の富有柿の生産が、平成 14 年の 34 千トンから 24 年には 81
千トンと 2.3 倍に増産され、価格的に安い台湾産に対する評価も高まったことから、日本か
らの輸出量は平成 21 年の 152 トンが平成 25 年には 8 トンと激減している。 
一方、日本国内では秋に柿が収穫されることから、春から初夏にかけて店頭に出回る柿
図表３－１１ 
単位 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 Ｈ26構成比(％)
百万円 - - - - - - 122 143 184
トン - - - - - - 304 307 373
円/kg - - - - - - 403 466 493
百万円 - - - - - - 23 41 54
トン - - - - - - 62 100 124
円/kg - - - - - - 365 411 435
百万円 - - - - - - 6 10 20
トン - - - - - - 20 28 47
円/kg - - - - - - 292 370 428
百万円 - - - - - - 0.5 4 8
トン - - - - - - 1.1 8 15
円/kg - - - - - - 501 571 511
百万円 - - - - - - 0.3 1.1 8.0
トン - - - - - - 0.6 2.4 18.1
円/kg - - - - - - 508 447 442
百万円 149 152 172 164 148 141 152 200 274
トン 389 385 483 439 287 315 388 444 578







図表３－１１ わが国の「柿」の輸出状況   資料：財務省 作成。
 




の）などは 1～2 月を中心に店頭に並ぶこととなる。 














            
 
桃の輸出先国第 1 位は香港 493 百万円 547 トン 60％シェア、次に台湾 313 百万円 331 ト
ン 38％であり 2 カ国で 98％を占める。輸出単価の平均は 922 円/㎏であるが、インドネシ
アの 1,347 円/㎏がいちばん高く、次にタイの 1,225 円/㎏、続いてシンガポール 1,124 円/
㎏、台湾 945 円/㎏、香港 901 円/㎏、マレーシア 794 円/㎏という状況である。なお、詳し
















単位 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 Ｈ26構成比(％)
百万円 50 79 110 149 182 122 198 325 493
トン 56 90 135 204 229 156 242 339 547
円/kg 890 878 811 730 796 780 819 958 901
百万円 311 375 377 305 261 133 177 241 313
トン 367 394 421 306 261 122 191 231 331
円/kg 848 953 894 997 1,002 1,095 926 1,041 945
百万円 1.6 3.0 2.0 2.6 4.8 4.0 3.0 5.4 15
トン 1.6 2.0 1.5 2.6 2.8 2.8 4.2 3.9 13
円/kg 1,003 1,510 1,400 1,006 1,734 1,404 702 1,367 1,124
百万円 - 0.37 0.32 - - 0.26 1.6 4.1 4.4
トン - 0.03 0.07 - - 0.09 1.6 3.0 3.6
円/kg - 12,467 4,818 - - 2,878 999 1,378 1,225
百万円 - 0.8 0.6 0.7 0.2 - - 0.8 2.6
トン - 0.7 0.5 0.3 0.2 - - 0.9 3.3
円/kg - 1,185 1,268 2,152 1,048 - - 862 794
百万円 - - - - - - - - 0.20
トン - - - - - - - - 0.15
円/kg - - - - - - - - 1,347
百万円 2 6 9 5 5 - - - -
トン 1 1 3 1 1 - - - -
円/kg 2,569 4,341 3,085 4,178 3,843 - - - -
百万円 365 465 498 461 453 259 380 576 828
トン 425 488 561 513 494 280 439 578 898









   １２ わが国の「桃」の輸出状況  資料：財務省貿易統計より作成。















わが国の平成 26 年農産物主要輸出先は、地域別にはアジアが 72％を占め、次いで北米が
17％、3 位にヨーロッパ 7％となっている。国別には 1 位が香港で 22％を占め、次いでアメ
リカ 15％、3 位台湾 14％、以下、中国 10％、韓国 7％、タイ 6％、ベトナム 5％、シンガポ
ール 3％と続く。
   わが国の農林水産物の輸出先別推移
 資料：財務省貿易統計より作成、単位：億円、％
平成 26 年の和歌山県の農業産出額は 952 億
円であり、うち果実が 581 億円で農業産出額の
61％を占める。品目別には、みかんの 231 億円
は果実産出額 581 億円に対し 40％のウェイトを
占め、次に梅が 117 億円で 20％、柿 80 億円で





地　域 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
アジア 3,547 3,145 3,622 3,309 3,275 4,001 4,425 72
北米 902 782 738 716 741 896 1,015 17
ヨーロッパ 373 317 349 296 267 345 403 7
大洋州 136 122 107 113 126 144 157 3
アフリカ 83 57 64 44 55 82 82 1
南米 37 33 40 34 32 37 34 1
計 5,078 4,454 4,920 4,511 4,497 5,506 6,117 100
国　名 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
香港 1,053 991 1,210 1,111 986 1,250 1,343 22
アメリカ 836 731 686 666 688 819 932 15
台湾 692 585 609 591 610 735 837 14
中国 450 465 461 406 406 508 622 10
韓国 528 458 555 358 350 373 409 7
タイ 282 181 212 237 265 344 348 6
ベトナム 127 124 155 196 215 293 292 5
シンガポール 126 119 138 141 145 164 189 3
オーストラリア 57 55 53 59 65 80 94 2
カナダ 57 45 46 43 46 61 74 1
オランダ 55 48 43 50 43 58 74 1
フィリピン 77 50 60 62 56 67 70 1
マレーシア 48 40 47 50 52 62 68 1
イギリス 55 44 47 49 50 43 63 1
インドネシア 54 38 45 40 44 54 59 1
その他 581 480 553 452 476 595 643 11
計 5,078 4,454 4,920 4,511 4,497 5,506 6,117 100
図表３－１３
図表３－１４ 和歌山県の農業産出額（平成 26 年）
資料：農林水産省統計より作成、単位：億円、％
















わが国の平成 26 年農産物主要輸出先は、地域別にはアジアが 72％を占め、次いで北米が
17％、3 位にヨーロッパ 7％となっている。国別には 1 位が香港で 22％を占め、次いでアメ
リカ 15％、3 位台湾 14％、以下、中国 10％、韓国 7％、タイ 6％、ベトナム 5％、シンガポ
ール 3％と続く。 
   わが国の農林水産物の輸出先別推移     
 
                             資料：財務省貿易統計より作成、単位：億円、％ 
平成 26 年の和歌山県の農業産出額は 952 億
円であり、うち果実が 581 億円で農業産出額の
61％を占める。品目別には、みかんの 231 億円
は果実産出額 581 億円に対し 40％のウェイトを
占め、次に梅が 117 億円で 20％、柿 80 億円で




の輸出状況としては若干増加してはいるものの、        
 
地　域 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ 2 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ26構成比(％)
アジア 3,547 3,145 3,6 2 ,309 3,275 4, 01 ,425 72
北米 902 782 738 716 741 896 1,015 17
ヨーロッパ 373 317 349 296 267 345 403 7
大洋州 136 1 2 107 13 126 1 4 157 3
アフリカ 83 57 64 4 5 82 82 1
南米 37 3 40 34 32 37 34 1
計 5,078 ,454 4,920 4,5 1 ,497 ,506 6, 17 1 0
国　名 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ 2 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ26構成比(％)
香港 1,053 91 1,210 , 1 986 1,250 1,343 2
アメリカ 836 731 686 6 6 8 819 932 15
台湾 692 585 609 591 610 735 837 14
中国 450 465 461 406 406 508 6 2 10
韓国 528 458 5 358 350 373 409 7
タイ 282 181 212 237 265 3 4 348 6
ベトナム 127 124 1 5 196 215 293 292 5
シンガポール 126 19 138 141 145 164 189 3
オーストラリア 57 5 53 59 65 80 94 2
カナダ 57 45 46 43 46 61 74 1
オランダ 5 48 43 50 43 58 74 1
フィリピン 7 50 60 62 56 67 70 1
マレーシア 48 40 47 50 52 62 68 1
イギリス 5 4 47 49 50 43 63 1
インドネシア 54 38 45 40 4 54 59 1
その他 581 480 53 452 476 595 643 1
計 5,078 ,454 4,920 4,5 1 ,497 ,506 6, 17 1 0
図表３－１３
図表３－１４ 和歌山県の農業産出額（平成 26 年）
資料：農林水産省統計より作成、単位：億円、％
 図表３－１３ わが国の農林水産物の輸出先別推移 
資料：財務省貿易統計より作成。単位：億円、％




























平成 26 年の桃の輸出先第 1 位は香港 4.9 億円で全輸出額 8.28 億円に対し 60％のシェアを
占め、2 位は台湾 3.1 億円 38％、3 位シンガポール、4 位タイ、5 位マレーシアという状況
になっている。 
 わが国の桃の輸出先別推移          
 
   資料：財務省貿易統計より作成、単位：百万円、％ 
次に、図表 3-16 をみると、香港における桃の輸入量は増加傾向にあり、平成 25 年の桃の
輸入量は約 12,777 トンで、4 か国中いちばん多いという状況にある。 
ただし、台湾とタイの輸入量は減少傾向にある。なお、平成 25 年まではインドネシアに
は日本産の桃は輸入されてはいない模様である。 










H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H26構成比
香港 50 79 110 149 182 122 198 325 493 60
台湾 311 375 377 305 261 133 177 241 313 38
シンガポール 1.6 3.0 2.0 2.6 4.8 4.0 3.0 5.4 15 2
タイ - 0.37 0.32 - - 0.26 1.6 4.1 4.4 1
マレーシア - 0.8 0.6 0.7 0.2 - - 0.8 2.6 0.3
インドネシア - - - - - - - - 0.20 0.02
中華人民共和国 - - - - 0.3 - - - - -
マカオ 0.3 - - - - - - - - -
オマーン 1.6 5.7 5.7 1.6 2 - - - - -
ロシア - 0.3 2.4 1.7 1.0 - - - - -
アラブ首長国連邦 - - 0.5 1.3 1.6 - - - - -
計 365 465 498 461 453 259 380 576 828 100
国　名 H21 H22 H23 H24 H25
香港 8,614 9,996 10,062 13,033 12,777
台湾 9,593 9,672 7,983 7,125 7,722
タイ 386 378 194 76 77












（もも・かんきつ・なし・かき）の流通量・価格に関する調査報告書より作成。単位 : t 
図表３－１５ わが国の桃の輸出先別推移
資料：財務省貿易統計より作成。単位：百万円、％ 
表３－１６ 東南アジア る桃の輸入量推移 
資料：農林水産省 H27.1.台湾･香港･タイ･ ンドネシアに 国産及び他国産輸入青果物 
（もも・かんきつ・なし・かき 価格に関する調査報告書より作成。単位 : t 
. .  
:
図表３－１７ 東南アジア主要国における桃の市場概況 
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 東南アジア主要国における桃の市場概況 
 
         資料：農林水産省 H27.1. 台湾･香港･タイ･インドネシアにおける当該国産及び他国産輸入青果物 
（もも・かんきつ・なし・かき）の流通量・価格に関する調査報告書より作成 
 
なお、シンガポールにおける日本からの桃の輸入量は、図表 3-18 によると、平成 23 年か
ら平成 26 年までの 4 年間、右肩上がりに増加しており、平成 26 年は平成 23 年の 3 倍とい
う状況となっている。 














「りんご」の平成 26 年の輸出量が約 2.4 万トン、輸出額 86 億円であり、わが国の果実輸
出総額 132 億円に対しシェア 65％で、輸出果実の第 1 位となっており、りんご全出荷量の


















輸出拡大のヒント総輸入量 市場シェア 商　品 インポーターの声（日本産に対する）
高い 輸送コストの低減









ネシア 6 横ばい 米国 無い 中国
中国産が
いちばん安い
タ　イ 77 減少 米国 6% 日本
H23 H24 H25 H26
輸入額　（千円） 16,300 18,800 54,600 36,200
輸入数量（kg） 8,000 13,000 14,000 24,000
単価　　（円/kg） 2,040 1,450 3,900 1,510
図表３－１８ 
図表３－１７ 図表３－１７ 東南アジア主要国における桃の市場概況 
資料：農林水産省 H27.1. 台湾･香港･タイ･インドネシアにおける当該国産及び他国産輸入青果物 
（もも・かんきつ・なし・か ）の流通量・価格に関する調査報告書より作成。
表３－１８ シンガポールにおける日本か 況
資料：ジェトロ H27.3. シンガポールにおける日本産果実･加工品消費動向 。
図表３－１７ 東南アジア主要国における桃の市場概況 










 わが国の果実の輸出額推移       
 
                              資料：財務省貿易統計より作成、単位：百万円、％    
 「ながいも」は、先で述べたとおり国内では評価されにくい商材（規格）の需要開拓の
典型例であり、出荷量の約 5％が輸出され輸出野菜の主力となっている。主力産地の一つで
























H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H26構成比
りんご 5,697 7,994 7,377 5,417 6,409 6,500 3,312 7,160 8,642 65
ぶどう 299 414 449 465 425 277 404 672 912 7
桃 365 465 498 461 453 259 380 576 828 6
みかん 371 577 471 355 345 376 363 536 724 5
梨 533 929 667 679 358 298 498 616 538 4
いちご 103 127 201 159 185 177 182 240 436 3
栗 - - - 463 574 169 353 353 425 3
柿 149 152 172 164 148 141 152 200 274 2
その他 599 826 959 886 1,002 543 674 865 1,120 8
















































 植物検疫の国際ルールとして、国際植物防疫条約（IPPC：International Plant Protection 
Convention）がある。同条約は 1952 年に発効し、現在 182 の国と地域が加盟している。









 イ. 動物検疫 
 動物検疫の国際ルールとして、国際獣疫事務局（OIE:Office International des Epizooties
通称：World Organization for Animal Health）の定めるものが国際基準として扱われてい
る。国際獣疫事務局は 1924 年、28 ヶ国の合意によってパリに事務局を置くことが決定 
された政府間機関であり、現在 180 の国と地域が加盟している。 
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会（Codex Alimentarius Commission）である。コーデックス委員会は 1963 年、国際連合
食糧農業機関と世界保健機関（WHO：World Health Organization )によって設立され、現
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ない要因の 1 つといえる。 







                                                  
8  並河良一『ハラル認証実務プロセスと業界展望』㈱ノシーエムジー出版 2012 年 
9  並河良一『ハラル食品マーケットの手引き』日本食糧新聞社 2013 年 
10  森下翠惠他『16 億人のイスラム市場を目指せ！ハラル認証取得ガイドブック』東洋経済新報社 2014 年 
11  並河良一『ハラル食品マーケットの手引き』p15 日本食糧新聞社 2013 年 
12「知恵蔵（聞蔵Ⅱビジュアル for Libraries （2016 年 3 月 13 日閲覧））」によると、第 1 は預言者が授かった神の言
葉である聖典クルァーン(コーラン)、第 2 は伝承されているムハンマドの言行ハディース（・・・（中略）・・・）、第 3
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 に日本に来てもらわなければならないので、コストがかかるというデメリットがある。 

























添付すれば、日本で有機 JAS のロゴを付けて販売することができる。 
同様に、EU の加盟国側でも、日本の有機 JAS を自国の制度と同等性を有するとしてお
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13 出典 FiBL Organic Agriculture in Europe 2012:Graphs 
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そこで、政府(農林水産省)は、2013 年 8 月「国別・品目別輸出戦略」を策定し、公表した
(図表 5-1 参照)。 
図表５－１　農林水産物の輸出額の実績と目標額　（単位：億円）
品目 2012年実績 2016年目標 2020年目標 主な対象地域・国 戦略の概要














コメ・コメ加工品 130 280 600 台湾、豪州、EU、ロシア
現地での精米や外食への販売、コメ加工品
（日本酒等）の重点化
林産物 123 190 250 中国、韓国 日本式構法住宅普及を通じた日本産木材の輸出など
花き 83 135 150 EU、ロシア、カナダ、シンガポール
輸出の歴史が浅い、鉢ものや切り花の産地
間連携を通じたジャパン・ブランドの育成
青果物 80 170 250 EU、ロシア、中東、東南アジア
産地間連携等により、日本産青果物の多品
目周年供給の確立






茶 51 100 150 EU、ロシア、米国 健康性のPRや、日本食・食文化の組み合わせによる発信
計（その他農林水産物
・食品の輸出品目を含む） 約4,500 7,000 10,000 - -
資料：農林水産省「農林水産物・食品の国別・品目別輸出戦略（2013年8月29日公表）」を基に作成。
 産物の輸出額の実績と目標額 単位：億円
資料：農林水産省「農林水産物・食品の国別・品目別輸出戦略（2013 年 8 月 29 日公表）」 
を基に作成。 
図表５－１ 農林水産物の輸出額の実績と目標額 単位：億円
農林水産省「農林水産物・食品の国別・品目別輸出戦略（2013 年 8 月 29 日公表）」 
を基に作成。 
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しかし、政府の提示した対策は 2020 年に農林水産物輸出額全体で 1 兆円規模という数値
目標が先行しており、これまでの実績や国内農林水産業の現状等から見て実現性や具体性
において懸念も大きい。特に、2020 年目標額に対する牛肉 2012 年比 4.9 倍、コメ・コメ加




























                                                  
14 本田伸彰『農産物輸出の現状と課題』国立国会図書館、2014 年を参照。 
図表５－１ 農林水産物の輸出額の実績と目標額 単位：億円
資料：農林水産省「農林水産物・食品の国別・品目別輸出戦略（2013 年 8 月 29 日公表）」 
を基に作成。 
図表５－１ 農林水産物の輸出額の実績と目標額 単位：億円










































































                                                  



































                                                  
16 日本農業経営学会,2012 年『農業経営研究の軌跡と展望』農林統計出版株式会社を参照。 
17 マーケティング・ミックスとは、企業がマーケティングを行う上で「自社が操作できる要素の組み合わせ」のことで
ある。要素は、製品 （Product）、価格（Price）、流通（Place）、宣伝（Promotion）の 4 つの P から構成される。 
18 三原康司,2015 年『農産物のブランド構築システム～システム設計理論による設計とメロンを事例とした検証～』日
本マーケティング学会投稿論文集を参照。 






政府が示した農産物輸出戦略によると、2020 年の 1 兆円規模の輸出額を実現するために




































第 3 は、上記に示した 2 つの取り組みを推進することによって日本の農林水産物・食品
の輸出全体を伸ばしていく(Made IN Japan)ことである。 
以上、和食ブームと言われるほどの日本料理等への関心の高まりを最大限に活かすため



















































































                                                  
19 本稿は新聞・雑誌、インターネット上の各種公刊情報、あるいは、テレビ東京系列の「ガイアの夜明け」などの TV
番組からの情報から作成されている。とくに参考にしたのは、以下の池田（2016）である。池田陽子（2016）「外国人





図表 6-1 臭い食品ランキング 
（注）臭みの強さを測る機会の選定結果。数字が大きいほど臭い。 
（出所）『朝日新聞』2015 年 4 月 26 日付朝刊。発酵学、食品文化論、醸造学の分野で著名な小泉
武夫氏の著書から朝日新聞がランキングを作成。 






















（出所）『朝日新聞』2015 年 4 月 26 日付朝刊。発酵学、食品文化論、醸造学の分野で著名な小泉武夫氏の著書か
ら朝日新聞がランキングを作成。 














 納豆には、18 の栄養素が含まれている。そもそも原料である大豆に 8 種類、納豆に加工
図表 6-1 臭い食品ランキング 
（注）臭みの強さを測る機 。数字が大きいほど臭い。 
（出所）『朝日新聞』20 5 年 4 月 26 日付朝刊。発酵学、食品文化論、醸造学の分野で著名な小泉
武夫氏の著書から朝日新聞がランキングを作成。 
図表 6-1 臭い食品ランキング 
（注）臭みの強さを測る機会の選定結果。数字が大きいほど臭い。 
（出所 『朝日新聞』2015 年 4 月 26 日付朝刊。発酵学、食品文化論、醸造学の分野で著名な小泉
武夫氏の著書から朝日新聞がランキングを作成。 
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 後に 10 種類、合計 18 種類である。こうした「栄養」「健康」という現代社会に非常にマッ
チする食品である納豆であるが、産業、業界として見ると極めて「不健康」な状態にある。  
国内販売の面を見ると、まず消費量は減少している。国内における消費量は 2004 年の 25
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国内販売の面を見ると、まず消費量は減少している。国内における消費量は 2004 年の 25
























































と名づけられ、2014 年 4 月には特許申請にいたった28。 










                                                  
26 池田（2016）より。 





































                                                  
26 池田（2016）より。 










 茨城県納豆商工業組合を通じて 24 社に参加が打診された。「糸引きが少ない」「糸引き納
豆」というコンセプトに難色を示すメーカーもあり、組合上げてとはならなかったが、当






また、「納豆」という文字はロゴには含まれていない。「MAMENOKA ～Fragrant Soy Beans 
From Ibaraki Japan～」との表記になっている。その理由を県の担当者は「あくまで日本初の
『新たな大豆発酵食品』として PR を展開しようと考えました」31とコメントしている。 
世界への具体的な展開としては 2015 年 1 月、協議会はフランス・リヨンで開催される世
界最大級の外食産業向け展示会「シラ 2015」（第 17 回 シラ国際外食産業見本市）への出展













 この「豆乃香プロジェクト」の取り組みは、とくに出展が 2015 年度からとまだまだ、こ
れからのプロジェクトである。成果についてはまだ、見守っていかねばならないプロジェ


































                                                  
32 現地の食品メーカーなどが、ピザやキッシュ用の食材、サラダのトッピングとして利用することを提案してくるなど、








36 こうした事例については以下に詳しい。雲田康夫（2015）『豆腐バカ－世界に挑み続けた 20 年』集英社文庫。 
37 こうした事例については以下に詳しい。池田陽子（2015）「メタボ大国アメリカで大絶賛されている日本の“ある食
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6 年 2 月 12 日） 
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がる＝インフレにする、ことを目指す。すでに、2014 年 10 月 31 日の日銀の金融緩和以降、 
 
・マネタリーベース増加額の拡大（年間約 60〜70 兆円を約 80 兆円に増加） 
・ 長期国債保有残高の増加（年間約 50 兆円を 80 兆円に増加） 
・ ETF 買い入れ金額の増加（年間約 1 兆円を約 3 兆円に増加） 




   2015 年 1 月 6 日時点 約 1 万 7,000 円 
   2015 年 9 月 3 日     18,217 円 
   2016 年 1 月 13 日    17,715 円 
   2016 年 2 月 12 日    14,952 円 





った。2016 年 2 月に入り、日銀がマイナス金利政策を打ち出すと、市場は過剰に反応する








したケースであり、既に一部の金融機関は 2016 年 2 月上旬の段階でこれらの金利を 0.1％
引き下げている。また、定期預金や普通預金の金利がさらに下がる可能性ある点にも注意
 







がる＝インフレにする、ことを目指す。すでに、2014 年 10 月 31 日の日銀の金融緩和以降、 
 
・マネタリーベース増加額の拡大（年間約 60〜70 兆円を約 80 兆円に増加） 
・ 長期国債保有残高の増加（年間約 50 兆円を 80 兆円に増加） 
・ ETF 買い入れ金額の増加（年間約 1 兆円を約 3 兆円に増加） 
・ REIT 買い入れ金額の増加（年間約 300 億円を年間約 900 億円に増加）  
 
などが行われてきた。 
 また、この間、日経平均株価も下記のように激しく上下するこ となった。 
 2015 年 1 月 6 日時点 約 1 万 7, 00 円 
 2015 年 9 月 3 日   18,217 円 
 2016 年 1 月 13 日  17,715 円 
 2016 年 2 月 12 日  14,952 円 





った。2016 年 2 月に入り、日銀がマイナス金利政策を打ち出すと、市場は過剰に反応する








したケースであり、既に一部の金融機関は 2016 年 2 月上旬の段階でこれらの金利を 0.1％
引き下げている。また、定期預金や普通預金の金利がさらに下がる可能性ある点にも注意
 





2014 10 31  
 
60 70 80  
 50 80  
 ETF 1 3  




   2015 1 6  1 7,000  
   2015 9 3      18,217  
   2016 1 13     17,715  
   2016 2 12     14,952  













 が必要だが、全体では 1805 億円のプラスとの試算もある。 
 なお、欧州では、富裕層の口座を中心にマイナス金利を適用し、手数料を取る動きが加
速しており、例えばオルタナティブ・バンク スイスでは、個人が保有する当座預金の口

















③ 和歌山県の果実価格の変動性について（標準偏差÷平均価格）過去 10 年間 
 以下は和歌山県の果樹全般のボラティリティ（図表 6-4）、そしてそれぞれの価格の相関













































































































































西・中国・四国の府県データである（23 年（1988 年から 2010 年まで）×15 都道府県デー
タを利用）。推定方法には 2 段階最小 2 乗法を利用 （操作変数法）を用いた。結果は以下
に示される。 
 
Y = －82.131＋0.00001×X1+0.622×X2－0.521×X3 









図表 6-6 パネルデータ分析（固定効果モデル） 
変数 係数 標準誤差 t 値 p 値 
C -82.131 61.096 -1.344 0.180 
人口 0.000 0.000 0.365 0.715 
耕作面積 0.622 0.094 6.614 0.000 
為替レート -0.521 0.342 -1.525 0.128 
 













     
    （操作変数法）を用いた。結果は以下に示され
る。




西・中国・四国の府県データである（23 年（1988 年から 2010 年まで）×15 都道府県デー
タを利用）。推定方法には 2 段階最小 2 乗法（操作変数法）を用いた。結果は以下に示され
る。
 -6 パネルデータ分析（固定効果モデル） 
図表 6-7 決定係数 
 
- 定係
− 58 − − 59 −
 資料： 




株価と為替の VAR モデル  （2015 年 12 月 7 日から 2016 年 2 月 12 日まで） 
 
株価 t = 0.808*株価(t-1) + 0.389*株価(t-2)- 73.182*為替(t-1)-84.894*為替(t-2)  




為替 t= 0.0012*株価(t-1)- 0.0007*株価(t-2) + 0.701*為替(t-1) - 0.004*為替(t-2)  




























































































































































など試行錯誤を繰り返し、ついに長さ 16 ㎝、直径 8.5 ㎝、生クリーム 170g に 80g のイチジ
クが絶妙なバランスで織り交ぜられ、イチジクの水分を保ちつつ、柔らかい果肉の食感と香
りを生かした「和歌山ロール」が完成した。（1,500 円） 



































































平成 22 年 1 月 19 日 産経新聞に掲載 
− 64 − − 65 −










































2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
仕向地 件数 重量 仕向地 件数 重量 仕向地 件数 重量 仕向地 件数 重量 仕向地 件数 重量 仕向地 件数 重量 仕向地 件数 重量 仕向地 件数 重量
香港 100 100バンコク 173.90% 93.10%バンコク 96.70% 46.00%ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ 126.70% 78.00%ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ 138.30% 176.60%ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ 301.70% 268.50%ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ 547.20% 402.60%ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ 545.00% 406.10%
ドバイ ドバイ バンコク バンコク バンコク バンコク アトランタ
香港 ハノイ ブルネイ セブ ボストン セブ バンコク
ジェッダ 香港 ジュネーブ コペンハーゲン コペンハーゲン コペンハーゲン コペンハーゲン
マカオ ラスベガス 香港 デリー ドバイ ダラス ドバイ
マカオ ジェッダ ジュネーブ 香港 ドバイ 香港
ニューヨ－ク ジャカルタ 香港 ジャカルタ 香港 ヒューストン
シンガポール ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ ｸｱﾗﾝﾙﾌﾟｰﾙ ヨハネスバーグ ジャカルタ ニューヨーク
バンクーバー ラスベガス ラスベガス 高尾 ヨハネスバーグ ジャカルタ
ロザンゼルス ロザンゼルス ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ ヨハネスバーグ
マカオ マカオ ラスベガス ロザンゼルス ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ
ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ ニューヨ－ク ロザンゼルス ロンドン ラスベガス
オスロ メルボルン マカオ ロザンゼルス
ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ マカオ ミラノ ロンドン
シンガポール ニューヨ－ク メルボルンナンディ
































































































































































































































































































− 74 − − 75 −
− 75 −
− 76 − − 77 −
− 77 −
− 78 − − 79 −
− 79 −












メリカでは塩分に敏感➝梅干し輸出は 10～20 年タームで地道に対応すべき (JFC 
INTERNATIONAL 太田氏) 
・梅製品は、梅肉を天ぷらに使うなど少量だがすでに使用。梅干しは変に欧米化するので










なる。海外展開をしていくためには人材の確保が不可欠(TV  TOKYO AMERICA 社長
貫田氏) 
・客筋は日本人 7 割、非日本人 3 割。最近非日本人の比率が段々増えている(スーパーマー
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